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の
校
歌
の
ル
ー
ツ
な
ど
を
調
べ

て
い
ま
す
。
ア
ル
バ
ム
に
は
、
音

声
合
成
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
自
作

し
た
、
バ
ー
チ
ャ
ル
歌
手
が
歌
う

市
内
小
学
校
の
校
歌
の
ほ
か
、

現
在
は
閉
校
と
な
っ
た
小
学
校

の
校
歌
や
、
か
つ
て
運
動
会
で

歌
わ
れ
て
い
た
運
動
唱
歌
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
𠮷
田
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち

に
校
歌
に
愛
着
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
卒
業
生
に
も
懐
か
し
ん
で

も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
市
内
小
学
校
の
校
歌
な
ど
を

収
め
た
「
小
学
校
校
歌
ア
ル
バ

ム
」
が
、
𠮷
田
文
洋
さ
ん
（
神

代
）
か
ら
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
ア
ル
バ
ム
は
、
市
内
各
小

学
校
や
公
民
館
に
配
布
し
て
い

ま
す
。

　
元
教
員
の
𠮷
田
さ
ん
は
、
定

年
退
職
し
た
現
在
も
賀
集
小
学

校
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
以
前

か
ら
自
身
の
出
身
校
や
勤
務
校

　
市
で
は
、「『
対
話
と
行
動
の

行
政
』
の
実
現
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、昨
年
度
か
ら
「
市

内
各
分
野
の
団
体
等
と
の
対
話

の
場
」
を
順
次
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
各
団
体
・
分
野
の
現
状
や
課

題
、
取
り
組
み
な
ど
に
関
す
る

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
将

来
に
向
け
た
共
通
認
識
を
も

ち
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

小
学
校
校
歌
に
愛
着
を

収
録
ア
ル
バ
ム
を
市
へ
寄
贈

進
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　
自
治
会
・
消
防
団
・
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
の
地
域
団
体
、
水

交
会
・
瓦
工
業
組
合
・
手
延

素
麺
協
同
組
合
な
ど
の
産
業
分

野
、
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
社
会
教

育
委
員
な
ど
の
教
育
分
野
を
は

じ
め
、
こ
れ
ま
で
に
市
内
17
団

体
と
の
対
話
の
場
を
設
け
ま
し

た
。

　
令
和
５
年
３
月
末
ま
で
に
、

さ
ら
に
20
団
体
と
の
対
話
の
場

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
・
産
業
・
教
育
分
野
で

「
対
話
の
場
」
を
開
催

優
れ
た
技
能
で
地
域
に
貢
献

市
技
能
功
労
者
表
彰

　
技
能
功
労
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）  

澤
田
　
昌ま
さ
よ
し佳（

電
気
工
事
士
、
福
良
）

大
屋
　
雅ま
さ
き基（

電
気
工
事
士
、
志
知
）

倉
本
　
桂け
い
ぞ
う三

（
鉄
工
関
係
、
松
帆
）

柏
木
　
　
大
ひ
ろ
し

（
自
動
車
整
備
士
、
賀
集
）

島
田
　
勝か
つ
し
げ惠

（
調
理
師
、
北
阿
万
）

道
上
　
敏と
し
お夫

（
製
瓦
職
、
津
井
）

谷
池
　
和か
ず
の
り則

（
製
瓦
職
、
津
井
）

高
岡
　
　
茂
し
げ
る

（
大
工
、
松
帆
）

辻
脇
　
　
学
ま
な
ぶ

（
電
気
工
事
士
・
配
管
工
、
倭
文
）

　
長
年
優
れ
た
技
能
で
職
業
に

従
事
し
、
地
域
社
会
の
発
展
や

後
継
者
の
育
成
に
貢
献
し
た
人

を
た
た
え
る
「
南
あ
わ
じ
市
技

能
功
労
者
表
彰
式
」
が
11
月
23

日
、
市
役
所
第
２
別
館
多
目
的

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
同
日
、
市
商
工
会
が
主
催
す

る
南
あ
わ
じ
市
優
良
従
業
員
表

彰
式
も
催
さ
れ
、
40
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

特
別
賞

更
生
保
護
女
性
会
長
賞

　
濱
口
　
凛り
り々

（
松
帆
小
）

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
長
賞

　
豊
原
　
心み
さ
き咲

（
三
原
中
）

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
「
南
あ
わ

じ
市
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
発
表
会
」

が
11
月
12
日
、
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
小

中
学
生
の
作
文
２
２
２
点
の
中

か
ら
10
点
が
入
賞
作
品
に
選
ば

れ
、
受
賞
者
に
よ
る
作
文
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
の
部
　
※
敬
称
略

最
優
秀
賞 

　
清
水
　
紗さ

え英
（
市
小
）

優
秀
賞 

　
温
泉
　
虹に

こ心
（
榎
列
小
）

佳
作

　
筒
井
　
勇ゆ
う
き稀

（
榎
列
小
）

　
若
林
　
侑ゆ

め芽
（
市
小
）

中
学
生
の
部
　
※
敬
称
略

最
優
秀
賞 

　
樋
口
　
悠ゆ
う
あ愛

（
三
原
中
）

優
秀
賞

　
大
辻
　
佐さ

お

り
緒
莉
（
三
原
中
）

佳
作

　
前
川
　
流る

き輝
（
三
原
中
）

　
経き
ょ
う
め
ん免　
仁に

こ琴
（
三
原
中
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
発
表
会
を
開
催

同作文コンテストで入賞した小中学生

意見交換する淡路手延素麺協同組合役員と市職員ら浅井教育長にアルバムを手渡す𠮷田さん（左）守本市長から表彰状を受け取る受賞者（左）

イルミネーションのお知らせイルミネーションのお知らせ
　吉備国際大学では、イルミネーションを実施してい
ます。学生がレイアウトを考え、設置しました。ぜひ
ご覧ください。
名　　称　キビナリエ
期　　間　1 月 19 日（木）まで　
点灯時間　月～金曜日 17：00 ～ 20：00
場　　所　吉備国際大学南あわじ志知キャンパス中庭

3年ぶりの「くにうみ祭」3年ぶりの「くにうみ祭」
　11 月 19 日、3 年ぶりのくにうみ祭を開催しました。
新型コロナウイルスの影響もあり、多くの学生がくにう
み祭を経験したことがない中、2 年生が中心となって、
今年度のくにうみ祭を一から作り上げ、盛り上げてく
れました。当日は多くの人にイベント、展示、模擬店
を楽しんでいただけたと感じています。ステージでは、
淡路三原高校吹奏楽部、和太鼓志童、あわじ護身術
クラブの皆さまがご尽力くださいました。本学のイベン
トを引き続き市民の皆さまに楽しんでいただけるよう次
年度以降も精進しますので、よろしくお願いいたします。

くにうみ祭でにぎわうキャンパス ステージでのイベント

総務大臣表彰

島津　弘 さん（沼島）

　島津さんは、沼島地区

連合自治会長に平成 14

年 1 月に就任。20 年以

上の長きにわたり、住民

とともにさまざまな事業に取り組み、地域自治

の発展に尽力された功績が認められました。

社会教育功労者表彰
（文部科学大臣表彰）

太田　正美 さん（阿万）

　太田さんは、国立淡路

青少年交流の家の研修

指導員として 10 年余り

「カッター研修」の指導に携わり、青少年の健

全育成に尽力された功績が認められました。


